
JP 6580265 B2 2019.9.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動に支持された家具部分（３）を家具本体（２）に対して相対的に、閉鎖された終端
位置に引き込む引込み装置（１３）であって、
　前記可動の家具部分（３）と離脱可能に連結可能な連行体（１４）と、
　前記連行体（１４）の引出し方向（３１）とは逆向きに前記連行体（１４）に力を加え
る少なくとも１つのばね装置（１６）であって、前記連行体（１４）とは別体のばね保持
体（１７）を介して前記連行体（１４）の前記引出し方向（３１）において緊張可能であ
るばね装置（１６）と、
　前記連行体（１４）と前記ばね保持体（１７）との間において運動を連結する連結装置
（３０）であって、前記連行体（１４）に対して相対的な、前記ばね保持体（１７）にお
ける前記ばね装置（１６）の固定箇所（１８）の間隔（Ｄ）を、前記引出し方向（３１）
における前記連行体（１４）の引出し時に変化させる連結装置（３０）と、
を備える引込み装置（１３）において、
　前記連結装置（３０）は、前記引出し方向（３１）に延びる長手方向軸線（２３）を有
する少なくとも１つの制御エレメント（２２）を有しており、該制御エレメント（２２）
は、前記引出し方向（３１）における前記連行体（１４）の引出し時に、前記固定箇所（
１８）と前記連行体（１４）との間に存在する前記間隔（Ｄ）を変化させるために、少な
くとも部分的に前記長手方向軸線（２３）を中心にして回転する
ことを特徴とする、引込み装置。



(2) JP 6580265 B2 2019.9.25

10

20

30

40

50

【請求項２】
　前記制御エレメント（２２）は、少なくとも１つの第１のガイドエレメント（２２ａ）
を有しており、該第１のガイドエレメント（２２ａ）は、前記引出し方向（３１）におけ
る前記連行体（１４）の引出し時に、少なくとも部分的に第１のガイド軌道（２１）に沿
って案内される、請求項１記載の引込み装置。
【請求項３】
　前記第１のガイド軌道（２１）は、前記連行体（１４）の前記引出し方向（３１）に延
びる第１の部分（２１ａ）と、該第１の部分（２１ａ）に接続していて螺旋形に形成され
た第２の部分（２１ｂ）とを有している、請求項２記載の引込み装置。
【請求項４】
　前記制御エレメント（２２）は、少なくとも１つの第２のガイドエレメント（２２ｂ）
を有しており、該第２のガイドエレメント（２２ｂ）は、前記引出し方向（３１）におけ
る前記連行体（１４）の引出し時に、少なくとも部分的に第２のガイド軌道（２５）に沿
って案内される、請求項２または３記載の引込み装置。
【請求項５】
　前記第２のガイド軌道（２５）は、少なくとも部分的に螺旋形に形成されている、請求
項４記載の引込み装置。
【請求項６】
　前記第１のガイドエレメント（２２ａ）と前記第２のガイドエレメント（２２ｂ）とは
、前記制御エレメント（２２）の前記長手方向軸線（２３）に沿って互いに間隔をあけて
位置している、請求項４または５記載の引込み装置。
【請求項７】
　前記第１のガイド軌道（２１）は、第１のスリーブ（２０）に配置されているかまたは
形成されており、前記第２のガイド軌道（２５）は、第２のスリーブ（２４）に配置され
ているかまたは形成されている、請求項４から６までのいずれか１項記載の引込み装置。
【請求項８】
　前記第１のスリーブ（２０）と前記第２のスリーブ（２４）とは、互いに回動不能に結
合されている、請求項７記載の引込み装置。
【請求項９】
　前記第１のスリーブ（２０）と前記第２のスリーブ（２４）とは、少なくとも１つのウ
ェブ（２６）を介して互いに回動不能に結合されている、請求項８記載の引込み装置。
【請求項１０】
　前記制御エレメント（２２）および／または前記ばね装置（１６）は、前記引出し方向
（３１）における前記連行体（１４）の引出し時に、少なくとも部分的に前記第１のスリ
ーブ（２０）または前記第２のスリーブ（２４）の内部において案内される、請求項７か
ら９までのいずれか１項記載の引込み装置。
【請求項１１】
　前記第１のガイド軌道（２１）と前記第２のガイド軌道（２５）とは、少なくとも部分
的に、逆向きの螺旋方向を有している、請求項５から１０までのいずれか１項記載の引込
み装置。
【請求項１２】
　請求項１から１１までのいずれか１項記載の引込み装置（１３）を備えた引出し用引出
しガイド（１０）。
【請求項１３】
　当該引出し用引出しガイド（１０）は、家具本体（２）に固定することができる本体レ
ール（１１）と、該本体レール（１１）に対して相対的に走行可能に支持された少なくと
も１つの引出しレール（１２）とを有しており、該引出しレール（１２）は、閉鎖運動の
終了近くにおいて、前記引込み装置（１３）によって、完全に閉鎖された終端位置に引込
み可能である、請求項１２記載の引出し用引出しガイド。
【請求項１４】
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　特にフラップ、扉または引出しである可動の家具部分（３）と、該可動の家具部分（３
）を家具本体（２）に対して相対的に、閉鎖された終端位置に引き込む、請求項１から１
１までのいずれか１項記載の引込み装置（１３）と、を備えた装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可動に支持された家具部分を家具本体に対して相対的に、閉鎖された終端位
置に引き込む引込み装置であって、
　可動の家具部分と離脱可能に連結可能な連行体と、
　連行体の引出し方向とは逆向きに連行体に力を加える少なくとも１つのばね装置であっ
て、連行体とは別体のばね保持体を介して連行体の引出し方向において緊張可能であるば
ね装置と、
　連行体とばね保持体との間において運動を連結する連結装置であって、連行体に対して
相対的な、ばね保持体におけるばね装置の固定箇所の間隔を、引出し方向における連行体
の引出し時に変化させる連結装置と、
を備える引込み装置に関する。
【０００２】
　さらに本発明は、記載される形式の引込み装置を備えた引出し用引出しガイド、ならび
に、特にフラップ、扉または引出しである可動に支持された家具部分と、可動の家具部分
を家具本体に対して相対的に、閉鎖された終端位置に引き込むこのような引込み装置と、
を備えた装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　引込み装置は、特に引出しまたはスライド扉と共に使用される。この引出しまたはスラ
イド扉は、その引出し範囲の大部分にわたって自由に走行可能であり、かつ閉鎖運動の終
了近くで引込み装置の連行体によって捕捉され、ばね力によって閉鎖された終端位置に引
き込まれ、かつそこで予め設定された閉鎖力で保持される。可動の家具部分の開放時には
、使用者がまず、引張り動作によって、引込み装置のばね抵抗に抗して力を加えることが
必要である。この動作は、連行体が予め設定された距離の後で可動の家具部分から連結遮
断され、予荷重を加えられた休止位置に移動されるまで続けられる。この休止位置におい
て、ばねは緊張した準備位置において静止し、その結果、次の閉鎖過程時に、可動の家具
部分を新たに引き込むことができる。使用者は、引出しの開放運動時における連行体の連
結解除を、しばしば急激な運動およびクリックノイズによって気付くことができる。なぜ
なら、急なばね切離し力（Federabrisskraft）に基づいて引出しは自由に可動になり、か
つ予め加えられた引張り力に基づいて開放方向に加速されるからである。
【０００４】
　本出願人の国際公開第２０１１／１５０４３２号は、この問題を、連行体とは別体のば
ね保持体によって解決しており、このばね保持体は、制御カムに沿って移動可能に案内さ
れている。連行体およびばね保持体は、互いに係合し合う歯列として形成された連結装置
を介して、互いに運動連結されて結合されている。ばね装置の緊張時（つまり可動の家具
部分の開放時）に、ばね保持体におけるばね装置の固定箇所が、引出し方向に走行する連
行体の位置に対して後退し、その結果、ばね装置の固定箇所の移動が連行体の移動よりも
遅くなる。これによって、ばね装置のチャージが、減少したエネルギ消費と共に行われ、
これにより、連行体の連結遮断時における望ましくないばね切離しと、連行体の連結遮断
時における可動の家具部分の、これに関連した過度の加速とを、阻止することができる。
この構造の欠点としては、互いに係合し合う歯列のために、引込み装置の構造高さを比較
的大きく寸法設定しなければならないことがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　本発明の課題は、冒頭に述べた形式の引込み装置を改良して、コンパクトな構造形式を
備えた引込み装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題は、請求項１に記載の特徴によって解決される。本発明の別の好適な構成は、
従属請求項に記載されている。
【０００７】
　すなわち、本発明によれば、連結装置は、引出し方向に延びる長手方向軸線を有する少
なくとも１つの制御エレメントを有しており、制御エレメントは、引出し方向における連
行体の引出し時に、固定箇所と連行体との間に存在する間隔を変化させるために、少なく
とも部分的に長手方向軸線を中心にして回転することが提案される。
【０００８】
　このように構成されていると、連行体とばね保持体におけるばね装置の固定箇所との間
の運動連結のために、力低減機構として形成された、制御エレメントを備えた連結装置が
設けられており、この制御エレメントは、連行体の引出し時に固有の長手方向軸線を中心
にして回転する。これによって、制御エレメントは、連行体の引出し時に、連行体の引出
し方向に対して横方向の運動成分をもって強制的に移動され、その結果、連行体と固定箇
所との間の間隔が増大し、かつ連行体の引出し時における固定箇所の移動が、引出し方向
に走行する連行体に対して相対的に遅くなる。
【０００９】
　つまり、固有の軸線を中心にした制御エレメントの回転運動によって、制御エレメント
は、連行体の引出し方向に対して横方向の運動成分をもって案内され、その結果、制御エ
レメントは、引出し方向に関して、引出し方向に走行する連行体よりも僅かな距離しか進
まない。制御エレメントの螺旋形の運動、およびこれに関連した、空間における制御エレ
メントの等しいままの長さによって、引込み装置の極めてコンパクトな構造形態が得られ
る。
【００１０】
　制御エレメントは、少なくとも１つの第１のガイドエレメントを有していてよく、第１
のガイドエレメントは、引出し方向における連行体の引出し時に、少なくとも部分的に第
１のガイド軌道に沿って案内される。第１のガイド軌道は、連行体の引出し方向に延びる
第１の部分と、第１の部分に接続しており螺旋形に形成された第２の部分とを有していて
よい。
【００１１】
　引出し方向に延びる第１の部分によって、ばね装置の固定箇所は、連行体の引き込まれ
た終端位置を起点として、最初は連行体と同じ速度で引出し方向に移動することができる
。螺旋形に形成された第２の部分（これは、連行体の引出し方向に対して横方向の成分を
有している）によって、ばね保持体におけるばね装置の固定箇所は、走行する連行体の位
置に対して後退し、その結果、つまり連行体の引出し路の終端近くで、ばね保持体におけ
るばね装置の固定箇所は、連行体の移動に比べて遅れる。第１のガイド軌道の第２の部分
のピッチは、連行体に対して相対的な固定箇所の遅延の程度を確定する。
【００１２】
　つまり、ばね装置の固定箇所を、螺旋形に形成された第２の部分に沿って案内すること
によって、引出し方向に移動する連行体に対して相対的に、固定箇所の連続的な遅らされ
た移動が生じ、その結果、ばね装置は、最大ばね変位に到るまでは緊張させられない。従
って、ばね装置の緊張は、比較的僅かなエネルギ消費しか必要とせず、このとき連行体の
連結された位置と連結されていない位置との間の移行領域または負荷交番が調和される。
すなわち、これによって、連行体の連結遮断時における望ましくないばね切離しと、これ
に関連した、連行体の連結遮断時における可動の家具部分の望ましくない加速とを、回避
することができる。
【００１３】
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　本発明のさらなる詳細および利点について、以下において図面を参照しながら詳説する
。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】家具本体と、この家具本体に対して相対的に可動に支持された引出しとを備えた
、家具を示す斜視図である。
【図２】可動に支持された家具部分を家具本体に対して相対的に、閉鎖された終端位置に
引き込むための引込み装置を示す分解図である。
【図３】図３ａ～図３ｃは、引込み装置を、引出し方向における連行体の異なった位置に
おいて示す斜視図である。
【図４】図４ａ～図４ｃは、引込み装置を、引出し方向における連行体の異なった位置に
おいて示す側面図である。
【図５】図５ａ～図５ｄは、異なった引込み位置における、回転可能に支持された連行体
を備えた、引込み装置の別の実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１には、キャビネット形状の家具本体２と、この家具本体２に対して可動に支持され
た、引出し４として形成された家具部分３とを備えた家具１が示されている。引出し４は
それぞれ、前板５、引出し底板６、側壁７および背壁８を有している。側壁７の上方には
ステー９が設けられており、これらのステー９は、前板５と背壁８との間において延びて
いて、引出し４の収容容積を増大させるために設けられている。家具本体２に対して相対
的に引出し４を走行可能に支持するために、引出し用引出しガイド１０が設けられており
、この引出し用引出しガイド１０はそれぞれ、家具本体２に固定することができる本体レ
ール１１と、引出し４に結合することができる少なくとも１つの引出しレール１２とを有
しており、この引出しレール１２は、定置の本体レール１１に対して相対的に移動可能に
支持されている。本体レール１１と引出しレール１２との間には、さらに追加的な移動可
能な中間レールが配置されていてよく、この中間レールによって引出し４の完全引出しを
可能にすることができる。このような完全引出しは、引出し４の完全に引き出された状態
において背壁８が家具本体２の端面に対してほぼ面一に延びている場合に生じる。
【００１６】
　図２には、可動に支持された家具部分３を、閉鎖された終端位置へと家具本体２に対し
て相対的に引き込むことができる、引込み装置１３が分解図で示されている。引込み装置
１３は、自体公知のように、軸１５を中心にして旋回可能に支持された連行体１４を含ん
でおり、この連行体１４は、可動の家具部分３と離脱可能に連結可能である。そのために
、連行体１４は切欠き２９を有しており、この切欠き２９は、可動に支持された家具部分
３に配置された、例えばピンとして形成された連結エレメント３６（図５ａ～図５ｃ）と
離脱可能に連結可能である。引出し方向３１（図３ａ～図３ｃ）とは逆向きに連行体１４
に対して力を加えるために、ばね装置１６が設けられており、このばね装置１６は、好ま
しくは、コイルばねとして形成された少なくとも１つの引張りばねを含んでいる。ばね力
を高めるために、ばね装置１６は、互いに平行に配置された２つ以上の引張りばねを有し
てもよい。ばね装置１６は、連行体１４とは別体のばね保持体１７との結合のために固定
箇所１８を有しており、ばね装置１６の他方の端部１９は、取付け位置において位置固定
に配置されている（例えば引出し用引出しガイド１０の本体レール１１に不動に固定され
ている）。このような構成の代わりに可能な別の構成では、引込み装置１３は走行可能な
引出しレール１２に支持されており、ひいては本体レール１１に対して相対的に移動可能
に配置されており、連行体１４は、本体レール１１に支持された連結エレメント３６と離
脱可能に連結可能である。
【００１７】
　連行体１４とばね保持体１７におけるばね装置１６の固定箇所１８との間の運動連結の
ために、連結装置３０が設けられており、この連結装置３０は、長手方向軸線２３を有す
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る少なくとも１つの制御エレメント２２を有している。制御エレメント２２は、連行体１
４の引出し時に、長手方向軸線２３を中心にして回転し、引出し方向３１における連行体
１４の移動時に、長手方向軸線２３を中心にした回転運動と長手方向軸線２３に沿った並
進運動とを実施する。制御エレメント２２は、少なくとも１つの第１のガイドエレメント
２２ａを含んでおり、この第１のガイドエレメント２２ａは、引出し方向３１における連
行体１４の引出し時に、少なくとも部分的に、第１のガイド軌道２１に沿って案内される
。このガイド軌道２１は、示された図面では、第１のスリーブ２０に配置されているかま
たは形成されており、かつ連行体１４の引出し方向３１に延びる第１の部分２１ａと、第
１の部分２１ａに接続しており螺旋形に形成された第２の部分２１ｂとを有している。可
動の家具部分３の閉鎖された終端位置を起点とした連行体１４の引出し時に、制御エレメ
ント２２の第１のガイドエレメント２２ａは、第１の部分２１ａに沿って案内され、この
とき等しい運動状態が、連行体１４とばね装置１６の固定箇所１８との間に存在している
。連行体１４の引出し運動の終了近くにおいて、第１のガイドエレメント２２ａは、第１
のガイド軌道２１の、螺旋形に形成された第２の部分２１ｂに沿って案内され、これによ
って制御エレメント２２は、引出し方向３１に対して横方向の運動成分をもって案内され
る。これによって、ばね装置１６の固定箇所１８の位置が、引出し方向３１において走行
する連行体１４の位置に対して相対的に後退し、その結果、固定箇所１８の移動が、連行
体１４の移動に対して相対的に遅くなる。このようにして、ばね装置１６は、最大変位に
までは緊張させられないので、可動の家具部分３からの連行体１４の連結遮断時に、急に
切り離されるばね力の作用が阻止される。
【００１８】
　制御エレメント２２の、反対側に位置している端部領域には、第２のガイドエレメント
２２ｂが配置されており、この第２のガイドエレメント２２ｂは、長手方向軸線２３の方
向において第１のガイドエレメント２２ａから間隔をあけて位置している。この第２のガ
イドエレメント２２ｂは、第２のガイド軌道２５に沿って移動可能に支持されており、第
１のガイド軌道２１の第２の部分２１ｂと第２のガイド軌道２５とは、少なくとも部分的
に、逆向きの螺旋方向を有している。螺旋形の第２のガイド軌道２５は、第２のスリーブ
２４に形成されており、第１のスリーブ２０と第２のスリーブ２４とは、互いに回動不能
に結合されている。このことは、第２のスリーブ２４に配置されたウェブ２６によって達
成することができ、このウェブ２６は、第１のスリーブ２０の、対応する縦長の切欠き２
７内に係合している。これによって、第１のスリーブ２０は、位置固定に配置されており
、第２のスリーブ２４は、第１のスリーブ２０に対して相対的に単に摺動可能ではあるが
、回動不能である。制御エレメント２２は、両方のガイドエレメント２２ａ，２２ｂを介
して、スリーブ２０，２４の両方のガイド軌道２１，２５に沿って案内され、このとき制
御エレメント２２は、スリーブ２０の螺旋形の部分２１ｂとの第１のガイドエレメント２
２ａの共働時に、長手方向軸線２３を中心にして回転し、これによって、走行する連行体
１４に対して相対的に遅れた固定箇所１８の運動が生じる。
【００１９】
　図３ａ～図３ｃには、引込み装置１３が、引出し方向３１における連行体１４の異なっ
た位置で示されている。図３ａには、連行体１４の引き込まれた終端位置が示されており
、このときばね装置１６は、十分に弛緩している。ばね装置１６は、固定箇所１８を介し
てばね保持体１７に結合されており、このばね保持体１７は他方において、連結部材２８
を介して制御エレメント２２に結合されている。第１のガイドエレメント２２ａは、第１
のガイド軌道２１の第１の部分２１ａの第１の端部に位置しており、これに対して第２の
ガイドエレメント２２ｂは、第２のスリーブ２４の螺旋形の第２のガイド軌道２５と共働
する。連行体１４の引き込まれた終端位置では、両方のスリーブ２０，２４の端面は互い
に接触しており、このとき制御エレメント２２は、両方のスリーブ２０，２４の内部に収
容されている。このようにして、特にコンパクトな構造形式が得られる。
【００２０】
　図３ｂには、連行体１４の僅かに引き出された位置が示されており、連行体１４は、引
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出し方向３１における可動の家具部分３に対する手動による引張り運動によって、ばね装
置１６の力に抗して移動可能である。制御エレメント２２は、最初に、第１のガイド軌道
２１の、引出し方向３１に延びる真っ直ぐな第１の部分２１ａに沿って案内され、このと
き固定箇所１８は、連行体１４と同じ速度で移動する。従って、連行体１４に対して相対
的な固定箇所１８の間隔Ｄ（図４ａ，図４ｂ）は、一時的に一定のままである。図３ｂに
示した位置に続いて、第１のガイドエレメント２２ａは、第１のガイド軌道２１の、螺旋
形に形成された第２の部分２１ｂと共働する。これによって、制御エレメント２２は、引
出し方向３１に対して横方向の運動成分をもって案内され、これによって固定箇所１８と
連行体１４との間の間隔Ｄ１（図４ｃ）が増大し、その結果、固定箇所１８の速度は、連
行体１４の速度に対して相対的に遅くなる。図３ｃには、連行体１４の完全に引き出され
た位置が示されており、このとき第１のガイドエレメント２２ａは、第１のガイド軌道２
１の第２の部分２１ｂの端部に位置している。
【００２１】
　図４ａ～図４ｃには、引込み装置１３が、引出し方向３１における連行体１４の異なっ
た位置において側面図で示されている。引込み装置１３はハウジング３２を有しており、
このハウジング３２には、連行体１４を案内するために、引出し方向３１に延びる直線的
な走行路３４が配置されているかまたは形成されている。直線的な走行路３４には、連行
体１４を離脱可能にロックするために、好ましくは円弧形または折り曲げられた屈曲部３
５が接続している。連行体１４はガイド部分３３を備えており、このガイド部分３３によ
って、連行体１４は、直線的な走行路３４に沿って案内可能であり、かつ屈曲部３５と離
脱可能にロック可能である。図４ａに示した連行体１４の引き込まれた終端位置を起点と
して、連行体１４は、可動の家具部分３に対する手動による引張り運動によって作動され
て、引出し方向３１に移動する。このとき制御エレメント２２の第１のガイドエレメント
２２ａは、第１のガイド軌道２１の、引出し方向３１に延びる真っ直ぐな第１の部分２１
ａに沿って移動する。連行体１４の軸１５と第１のガイドエレメント２２ａとの間の間隔
Ｄは、最初は一定のままである。連行体１４の、図４ｂに示した引出し位置を起点として
、第１のガイドエレメント２２ａは、第１のガイド軌道２１の、螺旋形に形成された第２
の部分２１ｂに沿って移動し、これによってばね保持体１７におけるばね装置１６の固定
箇所１８が、引出し方向３１に走行する連行体１４の位置に対して後退し、これによって
、間隔Ｄ１は、図４ａおよび図４ｂに示した間隔Ｄに比べて増大する。連行体１４のガイ
ド部分３３は、屈曲部３５内に走入し、これによって連行体１４は、軸１５を中心にして
旋回し、連行体１４の切欠き２９は、可動の家具部分３の連結エレメント３６（図５ａ～
図５ｄ）を解放する。連結されていない可動の家具部分３は、次いでさらに引出し方向３
１に移動可能である。図４ｃにおいて、連行体１４は、引出し方向３１とは逆向きの可動
の家具部分３の引込み過程のための、セルフロック式にロックされた準備位置にある。可
動の家具部分３の閉鎖時にこの可動の家具部分３は、再び連行体１４の切欠き２９と連結
されるので、ガイド部分３３は屈曲部３５から外に移動し、かつ連行体１４は、弛緩する
ばね装置１６の力によって再び、図４ａに示した引き込まれた終端位置に引き込まれる。
【００２２】
　図５ａ～図５ｄには、回転可能に支持された連行体１４を備えた引込み装置１３の別の
実施形態が、異なった引込み位置において示されている。図面において、可動の家具部分
３に固定することができる連結エレメント３６が認識可能であり、この連結エレメント３
６は、連行体１４と離脱可能に連結可能である。連行体１４は、制御エレメント２２の長
手方向軸線２３に対して同軸的に回転可能に支持されており、かつ引出し方向３１に対し
て横方向に延びる傾斜面３７を有している。この傾斜面３７は、連結エレメント３６との
共働時に連行体１４を、長手方向軸線２３を中心にして回転させ、これによって制御エレ
メント２２もまた同様に回転軸線２３を中心にして一緒に回転し、かつ制御エレメント２
２の第１のガイドエレメント２２ａは、第１のガイド軌道２１の第２の部分２１ｂとのロ
ック位置から離脱する。好ましくは、連行体１４は制御エレメント２２と一緒に一体に形
成され、スライダ４０に支持されており、このスライダ４０は、スライダ４０に配置され
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たピン３９によって、ハウジング３２のリニアガイド３８に沿って移動可能に支持されて
いる。直線的に走行可能なスライダ４０には、第２のガイド軌道２５が形成されており、
この第２のガイド軌道２５は、制御エレメント２２の第２のガイドエレメント２２ｂと共
働する。
【００２３】
　いまや可動の家具部分３が閉鎖されると（図３ｂ）、連結エレメント３６は、連行体１
４の傾斜面３７と共働する。これによって連行体１４は、長手方向軸線２３を中心にして
回転し、連結エレメント３６と連結さる。このとき制御エレメント２２の第１のガイドエ
レメント２２ａは、回転軸線２３を中心にした制御エレメント２２の回転によって、第１
のガイド軌道２１の第２の部分２１ｂとのロックから離脱し、連結エレメント３６と連結
された連行体１４は、制御エレメント２２と一緒に、弛緩するばね装置１６の力によって
、閉鎖された終端位置の方向に引き込まれる（図５ｃ）。いまや第１のガイドエレメント
２２ａは、第１のガイド軌道２１の、引出し方向３１に延びる第１の部分２１ａと共働し
、これによって連行体１４は、制御エレメント２２と一緒に、回転運動の実施なしに、長
手方向軸線２３に沿って閉鎖位置の方向に移動される。図５ｃにおいては、第１のガイド
軌道２１の第２の部分２１ｂの端部も認識可能であり、この端部は、第１のガイドエレメ
ント２２ａとの離脱可能なロックのために、回転軸線２３に対して直角に延びる部分を有
している。図５ｃに示した連行体１４の位置を起点として、連行体１４は、制御ピン２２
と一緒に、完全な終端位置に引込み可能である。いまや可動の家具部分３が再び開放され
ると、連行体１４は、図５ｄを起点として、連結エレメント１４によって再び引出し方向
３１において引っ張られる。このとき制御エレメント２２は、この引出し運動の終了近く
で、ガイド軌道２１，２５と共働するガイドエレメント２２ａ，２２ｂによって再び回転
軸線２３を中心にして回転し、これによって連行体１４も同様に回転軸線２３を中心にし
て回転し、かつ連結エレメント３６は、さらなる引出し運動のために連行体１４から解放
される。
【図１】 【図２】
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